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Ｐ２　　　市税の滞納処分を強化しています
Ｐ３　　　特定健診・特定保健指導のお知らせ　ほか
Ｐ４・５　保育所（園）・幼稚園園児募集　ほか

人　口  　63,098 人    （－15）
　男　  　30,856 人    （＋  3）
　女　  　32,242 人    （－18）
世帯数　  23,813 世帯（＋18）

住民基本台帳人口（６月末日現在）
※（　）内は前月との比較

人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯

　７月４日（日）、安中市消防団・安中市女性防
火クラブ・安中消防署などから約６００人が参
加して平成 22 年度安中市水防訓練が行われ、杭
ごしらえや積み土嚢など実戦さながらの訓練が
行われました。

安中市消防団水防訓練

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち
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市長対話の日
８月 28 日（土）　支所　第２会議室
９月はお休みです
時間 ▼午前 10 時～正午
※受付は午前 11 時 30 分まで
※都合により時間が変更になるこ
ともあります

※P10・11 の間に恵みの湯の入館無料サービス券・割引券、峠の湯の世帯利用券が入っていますので、
　利用期間にご注意のうえ、ぜひご利用ください



２広報あんなか　２０１０年８月号

市税の滞納処分を強化しています
～税負担の公平性を確保するために～

　税は私たちが安心して健康な暮らしをするために、重要な役割を持っています。福祉や教育、道路整備など、様々
な事業を進めるうえで非常に大切な財源です。
　市税を滞納することは、納期内に納税している大多数の市民の皆さんにとって、そして市にとっても、大きな
損失です。税負担の公平性を確保するために、市では滞納処分を行います。

◎滞納処分とは
　市税を滞納している場合、裁判所に訴えることを必要とせず、市が独自に滞納者の財産を差し押さえることです。

◎納税に困っている人はご相談ください
　災害や盗難、本人や家族の病気、事業の休廃止、失業などのやむを得ない事情や、多重債務などにより、市税
の納期ごとの納付が困難な場合は、一人で悩まず、放置せず、早めにご相談ください。
　本庁収納課では、「夜間納税相談窓口」（午後８時まで）を納期限日に開設しています。また、８月 22日（日）は「日
曜納税相談窓口」（午前８時 30分～正午）を開設しますので、ご利用ください。

◎納期内の納付にご協力ください
　市税の納付は、納期内の自主納付が原則です。納期
限を過ぎた場合は、督促状の発送などに多額の経費が
かかり、その経費も市税で負担することになります。
納期内の納付にご協力をお願いします。

◎コンビにでも納付できます
　市内外のコンビニなどでも納付書を使って、市税の
納付ができます。時間や曜日を気にせず、いつでもど
こでも納付でき、大変便利ですので、ご利用ください。
　なお、領収書は５年間大切に保管してください。

問合せ ▼本庁収納課・支所住民税務課税務収納係（☎３８２－１１１１）

◎市税滞納処分の推移

財産の種類

債 権

不 動 産

換価による税収

3,800

　　0

件数

56

47

平成 19年度（単位：千円）

換価による税収

10,352

　　  0

件数

122

  39

平成 20年度（単位：千円）

換価による税収

20,485

  7,590

件数

234

  41

平成 21年度（単位：千円）

◎滞納処分までの流れ

○納税通知書発送

○財産調査
　勤務先・金融機関・
生命保険会社・官公庁・
取引先などへの財産調
査を行います。

○督促・催告
　納期限を過ぎると督促状を発送します。延滞金
が発生する場合もあります。
　それでも納付していただけない人へは、あらた
めて文書などで納税の催告を行います。

○滞納処分（財産差押）
　再三の催告にも応じず、納税相談の連絡がない場合、以下の
ような財産の滞納処分を執行します。
　・不動産
　・債権（預貯金・給与・年金・生命保険・所得税還付金など）

○換価処分（債権取立・不動産公売）
　債権は原則即時で、不動産につい
ては公売（売却）により、換価し、
税に充当します。

▲ ▲

▼

▼



３ 市  役  所　  ３８２－１１１１

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
お
知
ら
せ

　

医
療
機
関
で
受
け
る
「
個
別
健
診
」
と
日
時

･

会
場
を
決
め
て
受
診
す
る
「
集
団
健
診
」
が

あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
料
金
は
無
料
で
す
。

健
診
時
に
持
参
す
る
物
▼

①
ご
自
身
の
保
険
証

②
特
定
健
康
診
査
（
ま
た
は
後
期
高
齢
者
健
康

診
査
）
受
診
票
・
受
診
券

③
採
尿
し
た
尿
容
器
（
集
団
健
診
の
み
）

注
意
事
項
▼

①
朝
食
は
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

②
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
「
質
問
票
」
は
必

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い

③
65
歳
以
上
の
人
は
、
受
診
票
右
の
「
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い

　

受
診
者
全
員
に
、
健
診
結
果
と
同
時
に
、
一

人
一
人
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

　

健
診
結
果
は
大
切
に
保
管
し
、
健
康
管
理
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

健
診
結
果
か
ら
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
発
症
の
可
能
性
が
高
く
、
年
齢
な
ど
を
考
慮

し
、
特
定
保
健
指
導
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と

判
定
さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
医
師
・
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
が
生
活
習
慣
を
見
直
す
支
援
を
行

い
ま
す
。

利
用
方
法
▼
対
象
と
な
っ
た
人
に
、「
特
定
保

健
指
導
利
用
券
」
と
「
利
用
案
内
」
を
送
付
し

ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
。

持
ち
物
▼
①
特
定
保
健
指
導
利
用
券

　
　
　
　

②
保
険
証　
　

③
健
診
結
果
票

内
容
▼
特
定
保
健
指
導
は
、
健
診
結
果
に
よ
っ

て
、「
動
機
づ
け
支
援
」
と
「
積
極
的

支
援
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

◆
動
機
づ
け
支
援

　

生
活
習
慣
の
改
善
点
に
気
づ
き
、自
分
に
あ
っ

た
目
標
を
設
定
で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。
６

カ
月
後
に
目
標
達
成
で
き
た
か
振
り
返
り
ま
す
。

◆
積
極
的
支
援

　

生
活
習
慣
の
改
善
点
に
気
づ
き
、自
分
に
合
っ

た
目
標
を
設
定
し
、目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に

定
期
的
に
面
接
や
電
話
な
ど
で
継
続
し
た
支
援
を

行
い
ま
す
。６
カ
月
後
に
目
標
達
成
で
き
た
か
振

り
返
り
ま
す
。じ
っ
く
り
と
、取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

特
定
保
健
指
導
に
関
す
る
問
合
せ
▼
本
庁
健
康
課
保
健
指
導
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査

　
　
　
　
　
　
　
　

   

実
施
中

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

健
診
結
果
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
！

ご
存
知
で
す
か
？

福
祉
医
療
助
成
制
度

　

市
で
は
、「
子
ど
も
」・「
重
度
心
身
障
害
者
（
高
齢
重
度
障
害
者
を

含
む
）」・「
母
子
お
よ
び
父
子
家
庭
」
を
対
象
に
、
保
険
診
療
費
の
自

己
負
担
額
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
で
、
ま
だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
人
は
、
市
役
所
担
当

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
認
定
後
、「
福
祉
医
療
費
受
給
資
格
者
証
」（
ピ
ン
ク
色
の
カ
ー

ド
）
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
県
内
の
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
す
る
際
に

は
、
保
険
証
と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
の
取
得
は
申
請
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　

助
成
の
対
象
と
な
る
費
用
は
、
保
険
診
療
を
受
け
た
場
合
の
自
己
負

担
額
で
、検
診
料
、薬
の
容
器
代
、差
額
ベ
ッ
ド
代
、文
書
料
、予
防
接
種
、

往
診
の
車
代
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
者
▼

① 

中
学
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

　

重
度
心
身
障
害
者

②（
高
齢
重
度
心
身
障
害…

　

者
を
含
む
）

③ 

母
子
お
よ
び
父
子
家
庭…

 

問
合
せ
・
申
請
窓
口
▼

本
庁
国
保
年
金
課
給
付
係
・
支
所
住
民
税
務
課
国
保
年
金
係

（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

障
害
年
金
１
級
・
２
級
、
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
〜
３
級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
〜
B1

判
定
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
１
級
・
２
級

母
子
ま
た
は
父
子
家
庭
で
18
歳
未
満
の
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
親
と
子



幼
稚
園

幼
稚
園
園
児
募
集

園
児
募
集

幼
稚
園
園
児
募
集

保
育
所（
園
）・

保
育
所（
園
）・

保
育
所（
園
）・

４
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
８
月
号

５
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

来
年
の
４
月
に
市
内
の
保
育
所（
園
）
・
幼
稚
園
に
入
園
す
る
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

９
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
し
ま
す

の
で
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

保 育 所 （ 園 ） 共 働 き な ど の 家 庭 の 児 童 幼 稚 園 満 ３ ・ ３ ・ ４ ・ ５ 歳 の 幼 児

入 園 資 格 ▼ ３ 歳 児 〜 小 学 校

就 学 前 幼 児 （ 平 成 17 年 ４ 月 ２

日 〜 平 成 20 年 ４ 月 １ 日 生 ）

満 ３ 歳 児 の 募 集 ▼ 平 成 23 年

度 中 に 満 ３ 歳 に な る 幼 児 の

募 集 を 赤 心 幼 稚 園 ・ 安 中 二

葉 幼 稚 園 ・ 東 横 野 幼 稚 園 が

行 っ て い ま す

募 集 人 員 ▼ 別 表 の と お り

保 育 時 間 ▼ 原 則 と し て 午 前

９ 時 〜 午 後 ２ 時

預 か り 保 育 ▼ 各 幼 稚 園 で は

保 育 時 間 前 、 保 育 終 了 後 の 預

か り 保 育 を 行 っ て い ま す 。

※ 預 か り 保 育 は 園 に よ っ て

保 育 時 間 が 異 な り ま す

入 園 願 書 ▼ 希 望 す る 幼 稚 園

で 配 布 し て い ま す

入 園 手 続 ▼ ９ 月 １ 日 （ 水 ） 以

降 に 各 園 で 手 続 き を し て く

だ さ い

保 育 料 ・ 教 材 費 ・ 施 設 設 備

費 ▼
各 園 に よ っ て 異 な り ま す の

で 、 お 問 い 合 わ せ く だ さ い

幼 稚 園 就 園 奨 励 制 度 ▼ 市 で

は 保 護 者 に 対 し て 、 市 町 村 民

税 額 を 基 準 に 幼 稚 園 就 園 奨

励 制 度 を 実 施 し て い ま す

※ 同 一 幼 稚 園 ２ 人 同 時 在 園

の 場 合 、 第 ２ 子 の 保 育 料 の

1/
2 の 減 免 を し て い ま す

※ 第 ３ 子 以 降 の お 子 さ ん に

つ い て は 、 前 述 の 制 度 以 外

　 に も 別 途 補 助 金 が 支 給 さ

れ 、 保 育 料 が 無 料 に な り ま

す
問 合 せ ▼ 各 幼 稚 園 ま た は 市

教 委 学 校 教 育 課 学 事 係 （ ☎ ３

８ ２

－

１ １ １ １ ）

幼
稚
園
名

赤
心
幼
稚
園

安
中
二
葉
幼
稚
園

磯
部
幼
稚
園

東
横
野
幼
稚
園

住
　
　
所

原
市
1-
14
-1
6

安
中
3-
10
-3
3

磯
部
3-
12
-1
2

鷺
宮
30
92
-2

満
3歳
児

若
干
名

若
干
名

－ 10

3
歳
児

70 75 40 20

4
歳
児

10

若
干
名

若
干
名

10

5
歳
児

若
干
名

若
干
名

若
干
名

若
干
名

定
員（
人
）

22
0

28
0

14
0

11
0

電
話
番
号

38
5－
66
62

38
1－
03
94

38
5－
80
21

38
2－
08
16

募
　
集
　
人
　
数

入 所 （ 園 ） 資 格 ▼

　 安 中 市 の 住 民 で 両 親 が 次

の い ず れ か に 該 当 し 、 ほ か に

保 育 す る 人 が い な い 小 学 校

就 学 前 の 児 童

① い つ も 外 で 働 い て い る

② い つ も 家 で 家 事 以 外 の 仕

事 を し て い る

③ 妊 娠 中 か 出 産 後 間 が な い

④ 病 気 ま た は 心 身 に 障 害 が あ る

⑤ 長 期 の 病 人 が い て い つ も

付 き 添 っ て い る

⑥ 火 災 な ど の 災 害 で 保 育 で

き な い

定 員 ▼ 別 表 の と お り
※ 募 集 人 員 は 各 保 育 所 （ 園 ）

に お 問 い 合 わ せ く だ さ い

保 育 時 間 ▼

　 午 前 ８ 時 〜 午 後 ６ 時 の 間

の ８ 時 間 が 原 則 、 早 朝 保 育 お

よ び 延 長 保 育 を 行 っ て い る

保 育 所 （ 園 ） が あ り ま す の で 、

詳 細 は 各 保 育 所 （ 園 ） へ お 問

い 合 わ せ く だ さ い 。

受 入 年 齢 ▼

０ 歳 児 か ら 小 学 校 就 学 前 の 児 童

申 込 書 の 配 布 ▼

　 ８ 月 ２ 日 （ 月 ） か ら 各 保 育

所 （ 園 ） ま た は 本 庁 子 ど も 課 ・

支 所 保 健 福 祉 課 で 配 付 し ま

す 。 配 布 時 間 は 午 前 ８ 時 30 分

〜 午 後 ５ 時 15 分 で す 。

申 込 期 間 ▼

９ 月 １ 日 （ 水 ） 〜 ９ 月 30 日 （ 木 ）

提 出 場 所 ▼

　 第 一 希 望 の 保 育 所 （ 園 ） に

提 出 し て く だ さ い

※ 市 外 の 保 育 所 （ 園 ） を 希 望

す る 場 合 は 、 本 庁 子 ど も 課

保 育 助 成 係 で 手 続 き を し

て く だ さ い

保 育 料 ▼

　 平 成 22 年 分 の 所 得 税 額 （ 所

得 税 非 課 税 の 場 合 は 平 成 22

年 度 の 市 民 税 額 ） な ど を 基 準

に 算 定 。 同 一 世 帯 で ２ 人 以 上

が 入 所 （ 園 ） し て い る 場 合 、 ２

人 目 は 保 育 料 が 1/
2 、 ３ 人 目 は

無 料 。

　 ま た 、 ３ 人 以 上 の お 子 さ ん

を 扶 養 し て い る 世 帯 の 場 合 、

申 請 に よ り 第 ３ 子 目 以 降 の

保 育 料 は 無 料 に な り ま す 。

問 合 せ ▼

　 各 保 育 所 （ 園 ） ま た は 本 庁

子 ど も 課 保 育 助 成 係 ・ 支 所

保 健 福 祉 課 福 祉 子 ど も 係 （ ☎

３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

※ 市 内 保 育 所 （ 園 ） の パ ネ ル

紹 介 を 次 の と お り 実 施 し

ま す 。

日 時 ・ 場 所 ▼

８ 月 23 日 （ 月 ） 〜 ９ 月 ７ 日 （ 火 ）

　 　 　 　 支 所 １ 階 ホ ー ル　

９ 月 ８ 日 （ 水 ） 〜 21 日 （ 火 ）

　 　 　 　 本 庁 １ 階 市 民 ロ ビ ー

時 間 は 両 会 場 と も 午 前 ９ 時

〜 午 後 ５ 時

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

ぐ
～
ち
ょ
き
パ
ス
ポ
ー
ト
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
県
で
は
市
町
村
や
地
域
、
企
業
と
協
力
し
て
、
子
育
て
家
庭
を
応

援
す
る
「
ぐ
ん
ま
ち
ょ
い
得
キ
ッ
ズ
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
配
布
し
て
い
ま

す
。
　
ぜ
ひ
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
典
内
容

▼商
品
や
料
金
な
ど
の
割
引
、粗
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

対
象

▼中
学
生
以
下
の
子
ど
も
や
妊
婦
の
い
る
家
庭

※
協
賛
店
舗
は「
子
育
て
応
援
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」H
P（
ht
tp
://

　
ko
do
m
o.
pr
ef
.g
un
m
a.
jp
）ま
た
は
市
H
P（
ht
tp
://
w
w
w
.c
ity
.

　
an
na
ka
.g
un
m
a.
jp
）か
ら
検
索
で
き
ま
す

問
合
せ

▼市
本
庁
子
ど
も
課（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

安
中

保
育

園

遠
丸
保
育

園

岩
野
谷
保
育
園

板
鼻
和
光
保
育
園

秋
間
中
央
保
育
園

山
吹
保
育

園

後
閑
あ
さ
ひ
保
育
園

あ
さ
ひ
第
二
保
育
園

い
そ
べ
保
育
園

崇
徳
寺
保
育
園

細
野

保
育
園

白
鳩

保
育
園

西
横
野
保
育
園

市
立
原
市
保
育
所

市
立
松
井
田
第
一
保
育
園

市
立
松
井
田
第
二
保
育
園

安
中
3-
3-
3

安
中
5-
8-
25

岩
井
甲
61
7

板
鼻
21
01
-2

東
上
秋
間
15
33
-2

下
秋
間
17
69
-3

中
後
閑
15
59

下
後
閑
50
9-
1

磯
部
3-
19
-2
0

松
井
田
町
松
井
田
32
6

松
井
田
町
新
井
39
4

松
井
田
町
国
衙
89
-1

松
井
田
町
人
見
97
0

原
市
15
44
-1
1

松
井
田
町
五
料
38
7

松
井
田
町
八
城
19
4

60 60 90 12
0

60 50 80 60 60 60 45 45 10
0

11
0

45 60

38
1-
06
40

38
2-
10
80

38
1-
33
20

38
1-
06
13

38
2-
03
34

38
2-
32
89

38
5-
55
41

38
4-
15
01

38
5-
83
21

39
3-
44
58

39
3-
24
57

39
3-
10
15

39
3-
39
46

38
5-
52
33

39
3-
38
91

39
3-
38
92

保
育
所（
園
）名
 

住
　
　
  所

定
員

電
  話

　 現 在 、 児 童 扶 養 手 当･ 特 別 児 童 扶 養 手 当 を 受 給 中 の 人 は 忘 れ ず に 現 況

届 を 提 出 し て く だ さ い 。 こ の 届 出 が な い と 、 手 当 の 支 給 が 差 し 止 め ら

れ 、 さ ら に ２ 年 間 未 届 け の ま ま で す と 、 受 給 資 格 が 喪 失 と な り ま す の

で 、 ご 注 意 く だ さ い 。

　 な お 、 該 当 者 に は 届 出 用 紙 を 送 付 し ま す 。

※ 所 得 制 限 に よ り 支 給 停 止 中 の 場 合 で も 届 出 が 必 要 で す

提 出 日 ▼ ８ 月 16 日 （ 月 ） ・ 17 日 （ 火 ） ・ 18 日 （ 水 ）

　 　 　 　 午 前 ８ 時 30 分 〜 午 後 ５ 時

受 付 場 所 ・ 問 合 せ ▼

市 役 所 本 庁 子 ど も 課 子 ど も 育 成 係 ・ 支 所 保 健 福 祉 課 福 祉 子 ど も 係

（ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

現 況 届 を 忘 れ ず に　 児 童 扶 養 手 当 ・ 特 別 児 童 扶 養 手 当

　 子 ど も が 急 病 で 医 療 機 関 に か か る

か ど う か の 判 断 に 迷 っ た と き に 、 看

護 師 な ど の 専 門 相 談 員 が 、 受 診 の 必

要 性 や 家 庭 で の 対 処 方 法 な ど を ア ド

バ イ ス し ま す 。

相 談 日 ・ 時 間 ▼

月 〜 土 曜 日　 午 後 ７ 時 〜 12 時

日 曜 ・ 祝 日　 午 前 ９ 時 〜 午 後 12 時

相 談 方 法 ▼

電 話 （ 短 縮 番 号 ＃ ８ ０ ０ ０ ）

相 談 体 制 ▼

保 健 師 ま た は 看 護 師 が 常 時 対 応 し ま

す

そ の 他 ▼

・ 病 気 の 診 断 や 治 療 を す る も の で は

な く 、 助 言 に よ っ て 保 護 者 の 判 断 の

参 考 と し て い た だ く も の で す

・ 激 痛 が あ る 、 意 識 が な い な ど 、 明 ら

か に 緊 急 を 要 す る 場 合 に は １ １ ９

番 を ご 利 用 く だ さ い

・ 医 療 機 関 を 知 り た い 場 合 は 、 高 崎 市

等 広 域 消 防 局 の テ レ ホ ン サ ー ビ ス

（ ☎ ３ ２ ５

－

０ ０ １ １ ） へ お か け く

だ さ い

問 合 せ ▼ 県 庁 医 務 課

（ ☎ ０ ２ ７

－

２ ２ ６

－

２ ５ ４ ０ ）

「 ＃ ８ ０ ０ ０ こ ど も 救 急 相 談 」 を ご 利 用 く だ さ い



６広報あんなか　２０１０年８月号

水
害
な
ど
の
災
害
へ
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

避
難
場
所
は
家
族
で
確
認
し
ま
し
ょ
う

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
台
風
や
豪
雨
が
た
い
へ
ん
多
い
時
期
で
す
。
こ
れ
ら
に
対
す
る
各
家
庭

で
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、緊
急
の
場
合
に
備
え
て
、事
前
に
家
族
で
最
寄
り
の
避
難
場
所（「
広

報
あ
ん
な
か
」
６
月
号
Ｐ
10
参
照
）
を
必
ず
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

災
害
発
生
に
備
え
て

　

市
で
は
災
害
が
発
生
す
る
恐

れ
の
あ
る
場
合
に
は
、
市
役
所

内
（
市
民
部
安
全
安
心
課
）
に

災
害
警
戒
本
部
、
水
害
が
起
こ

る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に
は
水
防

本
部
を
設
け
、
消
防
署
を
は
じ

め
関
係
機
関
が
非
常
体
制
に
入

り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
の

確
保
と
被
害
を
最
小
限
に
く
い

止
め
る
た
め
、
万
全
の
態
勢
を

と
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
水
防
計
画
を
策
定

　

台
風
や
秋
の
長
雨
の
季
節
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
今

年
も
何
も
起
こ
る
は
ず
が
な

い
。」
と
油
断
し
て
い
ま
せ
ん

か
？
そ
の
油
断
が
被
害
を
大
き

く
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
期
に
発
生
す
る
可

能
性
の
高
い
台
風
な
ど
の
大
雨

に
よ
る
水
害
を
警
戒
・
防
御
し
、

被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
市
が

策
定
し
た
「
平
成
22
年
度
水
防

計
画
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

重
要
水
防
河
川
と
区
域

　

市
の
水
防
計
画
で
は
、
市
内

の
河
川
を
洪
水
の
恐
れ
が
あ
る

河
川
お
よ
び
そ
の
流
域
を
水
防

区
域
と
重
要
水
防
区
域
に
区
分

し
て
い
ま
す
。
水
害
の
発
生
す

る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ

る
重
要
水
防
区
域
は
次
の
と
お

り
で
す
。

【
重
要
水
防
区
域
】

扇
城
橋
上
流
（
下
の
尻
）・
久
芳

橋
上
流
（
中
宿
）・
中
瀬
大
橋
下

流
（
八
城
中
瀬
）・
下
高
別
当
橋

上
下
流
（
下
の
尻
）・
川
端
橋
上

流
（
新
井
養
地
）・
外
城
橋
上
下

流（
池
尻
）・
石
井
橋
下
流（
岩
井
）

　

ま
た
、
市
内
の
主
な
河
川
の

通
報
水
位
（
水
防
団
待
機
水
位
）

と
警
戒
水
位
（
は
ん
濫
注
意
水

位
）
は
、次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
板
鼻
観
測
所
に
お
い

て
は
2.1
ｍ
が
避
難
判
断
水
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

増
水
時
に
は

　

河
川
が
増
水
し
て
水
位
が
通

報
水
位
に
達
し
た
場
合
に
は
、

市
役
所
内
に
市
長
を
本
部
長
と

す
る
水
防
本
部
、
各
地
区
公
民

館
な
ど
に
は
分
団
本
部
を
設
置
、

分
団
本
部
に
は
２
人
以
上
の
消

防
団
員
が
配
置
さ
れ
、
電
話
連

絡
な
ど
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
河
川
の
水
位
が
通
報

水
位
を
超
え
、
水
害
の
危
険
が

予
想
さ
れ
る
時
は
水
防
区
域
内

の
各
消
防
団
が
河
川
の
巡
視
警

戒
に
あ
た
る
一
方
で
水
防
資
材

器
具
の
点
検
・
整
備
な
ど
の
出

動
の
準
備
を
進
め
、
河
川
の
水

位
が
警
戒
水
位
に
達
し
た
と
き

は
状
況
に
応
じ
た
増
員
や
警
戒
・

水
防
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

緊
急
時
の
避
難
指
示

　

堤
防
が
決
壊
ま
た
は
そ
の
恐

れ
の
あ
る
場
合
に
は
、
水
防
本

部
は
、
そ
の
危
険
区
域
内
の
住

民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
避
難

ま
た
は
そ
の
準
備
を
指
示
し
ま

す
。
こ
の
場
合
、
そ
の
指
示
は
サ

イ
レ
ン
や
消
防
自
動
車
お
よ
び

広
報
車
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

旧
松
井
田
町
地
域
に
つ
い
て
は
、

既
設
の
防
災
無
線
で
も
放
送
し

ま
す
。
そ
し
て
、
避
難
者
の
誘
導

に
は
消
防
署
員
、
消
防
団
員
ら

が
消
防
車
な
ど
を
用
い
て
あ
た

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

「
広
報
あ
ん
な
か
」
６
月
号
で
お

知
ら
し
た
と
お
り
、
市
で
は
各

地
区
ご
と
に
避
難
場
所
を
定
め

て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
こ
だ
わ

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

と
き
の
被
害
の
状
況
に
応
じ
て
、

指
定
の
避
難
場
所
以
外
に
、
よ

り
安
全
な
場
所
が
あ
れ
ば
、
そ

ち
ら
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
小
河
川
や
側
溝
な
ど

が
氾
濫
し
、
床
下
な
ど
に
浸
水

し
た
場
合
は
、
地
域
で
応
急
措

置
を
行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
本
庁
安
全
安
心
課
・
支
所

地
域
振
興
課
ま
た
は
安
中
消
防

署
（
☎
３
８
２

－

１
８
１
８
）
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

河  川  名

碓  氷  川

九 十 九 川

後  閑  川

柳  瀬  川

秋  間  川

増  田  川

碓  氷  川

碓  氷  川

観 測 所 名

板 鼻

花 の 木

中 後 閑

中 宿

自 性 寺

国 衙

人 見

安 中

水防団待機水位

1.0m

2.0m

2.0m

1.1m

2.5m

3.0m

0.7m

2.6m

はん濫注意水位

1.5m

2.5m

2.5m

1.7m

3.0m

3.5m

1.6m

3.5m

水防団待機水位・はん濫注意水位表

問合せ ▼

本庁安全安心課
・支所地域振興課
（３８２ー１１１１）



７ 市  役  所　  ３８２－１１１１

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

開
札
日
▼
８
月
24
日
（
火
）
午
前
10
時

場
所
▼
市
役
所
本
庁　

２
０
４
会
議
室

売
却
自
動
車
▼
ニ
ッ
サ
ン　

ダ
ッ
ト
サ
ン

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
（
普
通
乗
用･

旧
消
防
車

仕
様
）

初
年
度
登
録
▼
平
成
８
年
11
月

車
両
公
開
場
所
▼
市
役
所
本
庁
北
側
車
庫

※

車
両
を
見
る
場
合
は
、
事
前
に
財
政
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

※

赤
色
灯
や
ポ
ン
プ
な
ど
は
取
り
外
し
て

あ
り
ま
す

　

市
で
は
、公
用
自
動
車（
旧
消
防
車
仕
様
）１
台
を
、一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。

入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
人
は
財
政
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、入
札
申
込
期
間
中
に
売
却
す
る
自
動
車
を
公
開
し
、入
札
説
明
書
を
配
布
し
ま
す
。

（
車
両
に
つ
い
て
の
詳
細
は
入
札
説
明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

説
明
書
配
付
場
所
▼
本
庁
財
政
課

入
札
参
加
資
格
▼

次
の
項
目
を
満
た
す
人

①
８
月
１
日
現
在
、
20
歳
以
上
の
人
ま
た

は
法
人

申
込
方
法
▼
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
財
政

課
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い

申
込
期
間
▼
８
月
９
日（
月
）〜
20
日（
金
）

の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日
曜
を

除
く
）

問合せ ▼本庁財政課管財係
　　　　（☎３８２－１１１１）

平
成
22
年
第
２
回
安
中
市
議
会
定
例
会
報
告

　

６
月
８
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
14
日
間
の
日
程
で
平
成
22
年
第
２
回
安
中
市
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
安
中
市
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
な
ど
、

９
議
案
を
市
長
が
提
出
し
ま
し
た
。

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

○
安
中
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
○
安
中
市
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に

関
す
る
法
律
第
10
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

○
３
・
４
・
15
磯
部
原
市
線
簗
瀬
大
橋
（
仮
称
）
上
部
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
締
結

に
つ
い
て

○
平
成
22
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

安藤忠善さんが
監査委員に

安　藤　忠　善  さん
（磯部一丁目）

　安藤忠善さんが６月 11 日付け

で安中市監査委員に就任しまし

た。任期は平成 22 年６月11日

から平成26年６月10日です。
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国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
一

定
期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
前
納
制

度
が
あ
り
ま
す
。前
納
す
る
と
保

険
料
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

　

現
金
で
の
納
付
を
希
望
す
る

人
は
、「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内
書
」
に
付
い
て
い
る
下
期
の

納
付
書
（
平
成
22
年
10
月
分
〜
平

成
23
年
３
月
分
）
を
使
用
し
て
、

平
成
22
年
11
月
１
日
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
で
６
カ
月
分

の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
さ
ら

に
お
得
で
す
。口
座
振
替
で
保
険

料
の
前
納
を
希
望
す
る
人
は
、
８

月
末
日
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た

は
高
崎
年
金
事
務
所
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。お
申
し
出
の
際
に

は
、①
預
貯
金
通
帳
、②
預
貯
金

通
帳
届
出
印
、③
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
、
国

民
年
金
保
険
料
納
付
書
な
ど
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期

間
中
に
、就
職
し
て
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必

要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ

れ
以
降
の
期
間
の
保
険
料
は
還

付
さ
れ
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
高
崎
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
一
部
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
除

く
）
営
業
時
間
内
で
あ
れ
ば
土
曜
・
日
曜
や
夜
間
で
も
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
平
日
の
昼
間
は
仕
事
な
ど

で
忙
し
い
人
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、下
記
の
Ｐ
ａ
ｙ

－

ｅ
ａ
ｓ

ｙ
（
ペ
イ
ジ
ー
）
マ
ー
ク
の
付
い
て

い
る
納
付
書
を
お
使
い
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、金
融
機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用

し
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
納
付
も
可
能
で
す
。ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
支
払
い
は
事
前

に
申
し
込
み
用
紙
を
ご
提
出
い
た
だ
き
、
以
後
将
来
の
保
険
料

を
定
期
的
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
立
て
替
え
払
い
し
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
カ
ー
ド
会
員
の
人
に
請
求
す
る

方
法
で
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
高
崎
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 コ

ン
ビ
ニ
や

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
す

―口座振替がお得です―

国民年金保険料を

前納できます

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

　
　

高
崎
年
金
事
務
所（
☎
３
２
２

－

７
７
３
１
）

納付方法による６カ月分の保険料の違い
納付方法

毎月現金で納める場合

現金で前納する場合

口座振替で前納する場合

合計納付額

90,600 円

89,860 円

89,570 円

備　　考

15,100 円×６カ月

740 円割引

1,030 円割引

受
付
係
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松
井
田
文
化
会
館

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

問合せ ▼安中市文化センター
　　　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

問合せ ▼松井田文化会館
　　　　３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

G U I D E

A
N
N
A
K
A

G U I D E

M
A
T
S
U
I
D
A

８月の催し物ガイド

ホール
安中第一中学校演劇部公演
「手のひらを君に」
7日（土）14:00 ～15:00
入　場 : 無料
問合せ : 安中第一中学校（☎381－0459）
第 32回群馬県少年の主張西部地区大会
8日（日）13:00 ～17:00
入　場 : 無料
問合せ :西部教育事務所（☎322－5969）
※この他にも数多くのホール開催イベントが
　ありますので、詳しくは市HPをご覧いただ
　くか文化センターまでお問い合わせください

学習室など
市民の茶席（裏千家）
21日（土）10:00 ～15:00
入場 : 無料　会場 : 茶室
図書読み聞かせ
28日（土）14:00 ～15:00
入場 : 無料　会場 : 和室

８月の催し物ガイド
大ホール
夏！家族でつくろう　おもひで祭 in あんなか
「それいけ！アンパンマンショー」
※1回目公演前に「ＪＣ戦隊江戸レンジャーショー」
29日（日）10：30 ～・13：00 ～
主催：（社）安中青年会議所　入場：無料
※同日に小ホールでは「竹細工実演」・「木工教
　室」・「座繰り体験」など（９：30～14：00）、
　いこいの広場では「気球搭乗体験」・「ペッ
　トボトルロケット」など（９：30～14：00）を
　行っています（一部有料のものがあります）

小ホール
衣料品・雑貨の展示販売
25日（水）～26日（木）10:00 ～20:00
（26日～17:00）
主催：ＭＡＸ　入場：無料

●今月のピックアップ

　

安
中
市
図
書
館
で
は
今
年
も

「
夏
休
み
お
楽
し
み
企
画
」
と
し

て
、
本
を
借
り
る
ご
と
に
１
ポ
イ

ン
ト
、
６
ポ
イ
ン
ト
集
め
る
ご
と

に
か
わ
い
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
さ
し

あ
げ
ま
す
。
こ
の
夏
休
み
に
た
く

さ
ん
本
を
読
み
ま
し
ょ
う
。

期　

間
▼
８
月
30
日
（
月
）
ま
で

対
象
者
▼
小
学
生
以
下

内　

容
▼
借
り
る
ご
と
に
１
ポ
イ

ン
ト（
１
日
１
回
ま
で
）

　
　
　
　

６
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
か

わ
い
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

用
意
し
て
い
ま
す

安中市図書館
　　　「夏休みお楽しみ企画」

●今月のピックアップ

日
時
▼
９
月
19
日
（
日
）

　
　
　

午
後
２
時
〜

　
　
　
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

入
場
料
▼
全
席
指
定

※

お
１
人
様
４
枚
ま
で

※

文
化
会
館
窓
口
で
好
評
発
売

中

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合

は
、
当
日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん

　

お
な
じ
み
の
「
笑
点
」
大
喜

利
メ
ン
バ
ー
三
遊
亭
小
遊
三
さ

ん
と
瀧
川
鯉
昇
さ
ん
ほ
か
若
手

落
語
家
を
迎
え
て
の
寄
席
で

す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

うすい街道寄席

前
売

当
日

大
人

２
，５
０
０
円

３
，０
０
０
円

高
校
生
以
下

２
，０
０
０
円

２
，５
０
０
円

目指せ！

６６６
ポイント



１０広報あんなか　２０１０年８月号

成
人
式

「
二
十
歳
の
意
見
」
発
表
者
募
集

生涯学習だより生涯学習だより
安中市教育委員会安中市教育委員会

生涯学習だより
安中市教育委員会

“マナビー”

No.51

平
成
21
年
度
人
権
作
品
集「
お
も
い
や
り
」か
ら

問
合
せ
▼

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係（

３
８
２

－

１
１
１
１
）

幸
せ
の
た
め
に
思
い
や
り
を

安
中
市
立
第
二
中
学
校
一
年　

富
田
優
希

　
「
人
権
」と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、き
ち
ん

と
し
た
意
味
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
こ
で
私

は
人
権
集
中
学
習
を
機
会
に
「
人
権
」
の
意
味
を
知
り
た

く
な
り
、
辞
書
で
そ
の
意
味
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。辞
書

に
は
「
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
生
命
・
自

由
平
等
な
ど
の
権
利
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。こ
の
意

味
を
ふ
ま
え
て
、日
頃
の
生
活
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

私
の
ク
ラ
ス
は
、
誰
も
が
み
ん
な
仲
が
良
く
、
と
て
も

落
ち
着
い
た
ク
ラ
ス
で
す
。お
互
い
の
こ
と
を
尊
重
し
合

い
、
良
い
部
分
を
認
め
て
く
れ
る
友
達
ば
か
り
で
す
。私

は
小
学
校
の
時
よ
り
も
友
達
が
増
え
て
の
び
の
び
と
自

分
の
意
見
が
言
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。他
の
学
校
か

ら
来
た
人
た
ち
と
も
、
た
く
さ
ん
友
達
に
な
れ
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ス
の
仲
間
と
三
年
間
一
緒
に
過
ご
し
た
い
と

思
う
ほ
ど
素
晴
ら
し
い
ク
ラ
ス
で
す
。し
か
し
、
そ
ん
な

良
い
ク
ラ
ス
で
も
、
と
き
ど
き
嫌
な
気
分
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
い
さ
か
い
が
あ
っ

た
時
な
ど
に
お
互
い
に
相
手
を
バ
カ
に
し
た
あ
だ
名
で

呼
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
す
。聞
い
て
い
る
だ
け
で
も
気
分

が
悪
く
な
る
の
だ
か
ら
、
き
っ
と
あ
だ
名
を
言
っ
て
い
る

人
も
言
わ
れ
て
い
る
人
も
、
も
っ
と
悲
し
く
て
嫌
な
気
分

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。た
と
え
顔
で
は
笑
っ
て
い

て
も
、
き
っ
と
つ
ら
い
こ
と
で
し
ょ
う
。そ
ん
な
場
面
を

見
た
と
き
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
一
員
な
の
に
私
は
何
も
言
え

な
く
な
り
ま
す
。ほ
ん
の
少
し
の
勇
気
が
あ
れ
ば
、、
一
言

「
も
う
や
め
よ
う
」と
言
え
る
の
で
す
が
、今
は
ま
だ
言
え

ま
せ
ん
。自
分
で
も
そ
れ
が
残
念
で
悔
し
い
で
す
。

（
次
号
に
続
く
）

　
「
平
成
23
年
成
人
式
」を
来
年
１
月
９
日（
日
・

成
人
の
日
の
前
日
）
に
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
い
ま
す
。

　

式
の
中
で
「
二
十
歳
の
意
見
」
を
発
表
す
る

新
成
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
二
十
歳
の
記
念

に
応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

テ
ー
マ
▼
自
由

応
募
資
格
▼
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
本
市
出
身

の
新
成
人
（
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年

４
月
１
日
生
）

募
集
人
数
▼
若
干
名

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
）

応
募
規
定
▼

（
１
）
１
０
０
０
字
程
度
（
発
表
時
間
約
３
分
）

（
２
）
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・

職
業
（
勤
務
先
ま
た
は
学
校
名
）
を
明
記
す
る

募
集
締
切
▼
10
月
29
日
（
金
）

応
募
方
法
▼
作
成
し
た
原
稿
を
生
涯
学
習
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

あ
て
先　

〒
３
７
９

－

０
２
９
２

安
中
市
松
井
田
町
新
堀
２
４
５　

生
涯
学
習
課

問
合
せ
▼
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

第
５
回
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た

第
22
回
碓
氷
の
つ
ど
い

会
場
：
松
井
田
文
化
会
館

前
期
▼
10
月
15
日
（
金
）
〜
17
日
（
日
）

後
期
▼
10
月
22
日
（
金
）
〜
24
日
（
日
）

※

同
時
開
催
行
事

第
34
回
市
民
展

会
場
：
安
中
文
化
セ
ン
タ
ー
・
中
央
体
育
館
（
予

定
）

芸
能
発
表
大
会
▼
10
月
31
日
（
日
）

前
期
▼
11
月
11
日
（
木
）
〜
14
日
（
日
）

後
期
▼
11
月
18
日
（
木
）
〜
21
日
（
日
）

　

時
間
や
内
容
の
詳
細
は
10
月
号
で
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。
お
た
の
し
み
に…

行
事
名

小
学
生
マ
ー
チ

ン
グ
パ
レ
ー
ド

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

山
車
御
輿

パ
レ
ー
ド

開
催
日

10
月
16
日
（
土
）

10
月
23
日
（
土
）

10
月
24
日
（
日
）

問
合
せ

学
校
教
育
課

生
涯
学
習
課

地
域
振
興
課
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安
中
の
年
中
行
事
①

学
習
の
森　

文
化
財
係

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

「
安
中
の
一
〇
〇
〇
万
日
」

を
刈
っ
て
干
し
た
も
の
で
縄
を
な
っ
て
お
き
新
竹
を
４

本
立
て
盆
ご
ざ
を
敷
い
て
こ
し
ら
え
た
。竹
の
柱
に
は
、

チ
ガ
ヤ
の
縄
を
二
重
に
ま
わ
し
て
、
杉
の
葉
を
吊
る
し
、

ホ
ウ
ズ
キ
の
赤
い
実
を
飾
る
。ご
先
祖
の
位
牌
を
並
べ
、

水
、
茶
、
果
物
、
野
菜（
サ
ツ
マ
イ
モ
や
里
芋
な
ど
）を
供

え
、線
香
を
立
て
る
。近
年
は
、略
式
で
仏
壇
の
両
脇
に
竹

を
２
本
立
て
作
る
家
が
多
い
。一
般
に
は
、13
日
の
夕
方
、

墓
へ
迎
え
に
行
く
。墓
地
で
、線
香
に
火
を
つ
け
、す
べ
て

の
石
塔
に
供
え
、
盆
提
灯
に
火
を
つ
け
て
家
に
帰
り
、
ケ

エ
ド（
門
口
）で
麦
わ
ら
一
束
を
燃
し
て
迎
え
火
と
す
る
。

14
日
の
朝
ぼ
た
餅
を
作
る
。「
盆
に
は
ぼ
た
餅  

昼
間
は
う

ど
ん  
夜
に
は
米
の
飯  

ト
ウ
ナ
ス
（
カ
ボ
チ
ャ
）
汁
よ
」

と
い
う
歌
が
あ
る
程
ぼ
た
餅
と
う
ど
ん
は
定
番
で
あ
る
。

   

送
り
盆  
８
月
15
日
に
す
る
家
が
多
い
が
16
日
の
家
も

あ
る
。盆
棚
の
火
を
提
灯
に
移
し
、
ケ
エ
ド
で
麦
わ
ら
の

送
り
火
を
焚
き
、
墓
へ
行
っ
て
供
え
物
を
し
た
り
、
線
香

を
上
げ
て
提
灯
の
火
を
消
し
て
帰
る
。

　

送
り
盆
に
は
、
ナ
ス
・

キ
ュ
ウ
リ
の
馬
を
作
る
家

が
多
い
。ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ

の
ヘ
タ
を
上
に
し
て
頭
と

し
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
毛
を

尻
尾
に
さ
し
て
作
る
。ウ
ド

ン
を
手
綱
に
す
る
家
も
あ

る
。16
日
の
朝
、
チ
ガ
ヤ
の

縄
を
切
っ
て
青
竹
を
た
お

し
て
片
付
け
、盆
花
や
供
え

物
と
一
緒
に
川
へ
持
っ
て

行
き
流
す
。

　

最
近
は
、年
中
行
事
も
様
変
わ
り
し
て
形
骸
化
が
進
ん

だ
り
行
事
そ
の
も
の
が
消
滅
し
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま

す
。本
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
一
度
お
さ
ら
い

を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

盆
月　

８
月
は
盆
月
で
、１
日
が「
お
釜
の
口
あ
け
」と

い
っ
て
地
獄
の
釜
の
ふ
た
が
開
き
ご
先
祖
様
が
懐
か
し

い
我
が
家
に
向
か
っ
て
旅
立
つ
日
。こ
の
日
に
ま
ん
じ
ゅ

う
を
作
っ
て
供
え
た
り
、お
墓
や
道
の
草
刈
り
を
す
る
と

こ
ろ
も
あ
る
。子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
日
か
ら
セ
ミ
な
ど

の
生
き
物
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
る
。　

　

七
夕　

６
日
に
は
、
七
夕
飾
り
を
す
る
。今
年
生
え
た
笹

竹
を
取
っ
て
来
て
、
色
紙
の
短
冊
に
「
七
夕
」
と
か
「
天
の

川
」、
近
く
の
川
の
名
を
書
い
た
り
、
願
い
事
を
書
い
た
り

し
た
も
の
を
吊
す
。七
夕
の
字
は
、
芋
畑
の
芋
の
葉
に
た

ま
っ
た
露（
織
姫
の
涙
）を
集
め
て
書
く
と
字
が
う
ま
く
な

る
と
い
う
。７
日
の
朝
に
は
、
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
っ
て
供
え

る
。七
夕
に
は
「
７
回
ま
ん
じ
ゅ
う
を
食
っ
て
、
７
回
水
を

浴
び
ろ
」と
い
う
。７
日
の
夕
方
、七
夕
飾
り
を
川
へ
流
す
。

  

迎
え
盆　

 

山
か
ら
盆
花（
キ
キ
ョ
ウ
、
オ
ミ
ナ
エ
シ
、
ナ

デ
シ
コ
、
ミ
ソ
ハ
ギ
、
カ
ル
カ
ヤ
な
ど
）を
取
っ
て
来
る
。

特
に
ミ
ソ
ハ
ギ
は「
仏
様
の
好
き
な
花
」だ
と
い
う
。近
頃

は
山
が
荒
れ
盆
花
も
簡
単
に
は
採
れ
な
い
の
で
店
で
買

う
こ
と
が
多
い
。13
日
頃
か
ら
盆
棚
を
つ
く
る
。チ
ガ
ヤ

平成 21年度　「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）

竹鼻　悠馬（松井田南中３年）

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．

送り盆のナスの馬



１２
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
８
月
号

１３
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

AN
NA
KA

AN
NA
KA

い
ろろ
い
ろろ

ろ
ろ

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

　
６
月
１
３
日
（
日
）
に
第
５
回
安
中
市
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
と

第
２
回
鉄
道
文
化
む
ら
と
丸
山
変
電
所
撮
影
会
の
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
総
応
募
作
品
１
，
０
６
６
点
の
中
か
ら
次
の
皆
さ

ん
が
推
薦
に
選
ば
れ
ま
し
た
。（
写
真
は
表
彰
式
に
参
加
し

た
推
薦
受
賞
者
の
皆
さ
ん
・
敬
称
略
）

秋
間
梅
林
モ
デ
ル
撮
影
会
写
真

　
群
馬
県
知
事
賞
：
佐
々
木
　
勲（
高
崎
市
）

　
安
中
市
長
賞
：
関
　
　
喜
好（
富
岡
市
）

安
中
観
光
写
真

　
安
中
市
長
賞
：
永
野
ト
シ
江（
安
中
市
）

　
安
中
市
観
光
協
会
長
賞
：
秋
山
　
英
右（
安
中
市
）

　
安
中
市
議
会
議
長
賞
：
萩
原
　
泰
明（
安
中
市
）

鉄
道
文
化
む
ら
と
丸
山
変
電
所
撮
影
会

　
安
中
市
長
賞
：
林
　
　
秀
夫（
桐
生
市
）

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
決
定

　
６
月
２
２
日
（
火
）
に
山
本
タ
マ
さ
ん
（
安
中
　
写
真
上

左
）、
田
中
と
よ
さ
ん
（
高
別
当
　
写
真
上
右
）、
７
月
３
日

（
土
）
に
後
藤
千
代
松
さ
ん
（
松
井
田
町
高
梨
子
　
写
真
右
）

が
10
0
歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
ら
れ
、
お
祝
い
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
６
月
２
６
日
（
土
）・
２
７
日
（
日
）
に
、
観
梅
公
園
で
ラ
ベ

ン
ダ
ー
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー

苗
の
配
布
や
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

皆
さ
ん
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
安
中
総
合
学
園
の
実
習
畑
４
ア
ー
ル
が
６
月
１
１
日
に
Ｊ
Ａ

Ｓ（
日
本
農
林
規
格
）
法
に
基
づ
く
有
機
農
産
物
の
ほ
場
に

県
内
の
高
校
と
し
て
初
め
て
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
２
５

日
（
金
）
に
生
物
資
源
系
列
の
３
年
生
３
人
が
市
役
所
を
訪

れ
、岡
田
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　
有
機
農
産
物
の
ほ
場
に
認
定
さ
れ
る
に
は
、
２
年
以
上
堆

肥
な
ど
に
よ
る
土
作
り
が
必
要
の
ほ
か
、
農
薬
の
使
用
も
で

き
な
い
の
で
、
除
草
や
害
虫
の
除
去
が
一
番
大
変
だ
っ
た
な

ど
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

安
中
総
合
学
園
・
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
定

　
６
月
１
０
日
（
木
）
に
安
中
市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
安
中
碓
氷

歯
科
医
師
会
・
安
中
市
の
主
催
に
よ
る
「
母
と
子
の
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
－
ル
」
と
６
月
４
日
～
１
０
日
に
か
け
て
の
「
歯
の
衛

生
週
間
」
に
ち
な
ん
だ
歯
科
保
健
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
母
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
４
３
２
組
の
中

か
ら
１
０
組
の
母
子
が
入
賞
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
入

沢
真
理
子
さ
ん
と
啓
介
く
ん
（
東
上
秋
間
）
が
安
中
松
井
田

地
区
の
代
表
と
し
て
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。（
写
真
は
入

賞
者
と
審
査
員
の
皆
さ
ん
）

　
歯
科
保
健
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
県

の
中
央
審
査
会
の
碓
氷
安
中
地
区
の
代
表
の
作
品
が
決
定

し
ま
し
た
。代
表
と
な
っ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
の
作
品
で
す
。

（
敬
称
略
）

図
画
の
部

　
櫻
井
　
柚
菜（
秋
間
小
学
校
２
年
）

ポ
ス
タ
ー
の
部（
小
学
生
）

　
武
井
　
　
泉（
臼
井
小
学
校
６
年
）

ポ
ス
タ
ー
の
部（
中
学
生
）

　
木
暮
　
　
萌（
安
中
第
一
中
学
校
３
年
）

標
語
の
部

　
森
田
妃
奈
莉（
後
閑
小
学
校
２
年
）

　
荒
武
　
祐
貴（
松
井
田
東
中
学
校
２
年
）

「
歯
を
大
切
に
！
！
」

　
６
月
１
１
日
（
金
）
に
市
内
の
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
事
業
者
１
８
社

で
つ
く
ら
れ
る
上
毛
プ
ロ
パ
ン
会
か
ら
市
に
対
し
、
昨
年
の

１
２
月
に
続
き
、２
回
目
の
寄
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
金
は
使
用
済
み
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
の
売
却
益
を
各

事
業
者
が
持
ち
寄
っ
た
も
の
で
、市
で
は
こ
の
寄
付
金
を
地
域

の
発
展
の
た
め
に
あ
り
が
た
く
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

上
毛
プ
ロ
パ
ン
会
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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　６月２８日（月）に群馬県立安中総合学園高等学

校、高崎公共職業安定所安中出張所、安中労働教育

委員会、市の共催による「安中地区企業見学会」が

安中総合学園の市内就職希望３年生を対象に実施

されました。

　生徒たちは東邦亜鉛㈱安中精錬所、信越化学工

業㈱群馬事業所、㈱ユー・コーポレーションを見学

し、就職のためのアドバイスなどを受けました。

安中地区企業見学会

　中学生による「第３２回少年の主張安中市大会」が

７月３日（土）に松井田文化会館で行われ、市内中学

校７校の代表生徒１３人が、自分の体験に基づいて、

日常生活で感じたことなどを発表しました。

　最優秀賞には吉田希さん（松井田東中学校３年）、

優秀賞に嶋崎稜也さん（安中第一中学校３年）、片桐

瑛里奈さん（松井田北中学校３年）が選ばれ、市の代

表として県大会予選を兼ねた西部地区大会へ出場

することになりました。（写真は発表者の皆さん）

少年の主張　安中市大会

　７月３日（土）・４日（日）に、碓氷峠ホタルの里ま

つり実行委員会が主催する「碓氷峠ホタルの里まつ

り」が開催されました。

　２日間で３，０００人を超える人が訪れ、飛び交う

ホタルを楽しみました。

ホタルの里まつりが行われました

　６月１３日（日）に学習の森で学習の森春季・夏季企

画展講演会が開催されました。群馬県埋蔵文化財調

査事業団の高島英之氏を講師に迎え、「古代東国の

出土文字資料」をテーマに講演会が行われ、約５０人

の皆さんが参加し、講演に熱心に聞き入っていました。

学習の森企画展講演会
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INFORMATIONINFORMATIONINFORMATION市民

介
護
に
関
す
る
相
談
窓
口
に
つ
い
て

市民
INFORMATION
市民
INFORMATION

ホームページアドレス：
http://www.city.annaka.gunma.jp
メールアドレス：
kouhou2@des.city.annaka.gunma.jp

〒379-0192　安中市安中一丁目23-13
382－1111　ＦＡＸ381－0503

市役所

新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

公
聴
会
を
開
催
し
ま
す

厚
生
労
働
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

年
齢
を
重
ね
て
も
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で
明
る
く
生
活
し
た
い
。
こ

の
よ
う
な
願
い
は
、
本
人
だ
け
で
な
く
家
族
の
皆
さ
ん
も
抱
い
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
年
齢
が
高
く
な
る
に

つ
れ
、
身
体
機
能
や
判
断
能
力
の

低
下
に
よ
り
、
様
々
な
問
題
が
起

き
て
し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
時
で
も
、
可
能
な

限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生
活

を
続
け
て
い
け
る
よ
う
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考
え
る
た
め
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
社
会
福
祉

士
・
保
健
師
・
介
護
支
援
専
門
員

に
よ
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
▼
毎
週
月
〜
金
曜
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

相
談
場
所
▼
本
庁
介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
支
所
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象
者
▼
65
歳
以
上
の
人
ま
た
は
そ
の
ご
家
族
、
親
族
・
関
係
者
ら

相
談
内
容
▼
高
齢
者
の
介
護
・
健
康
・
暮
ら
し
に
関
わ
る
相
談
、
虐
待

や
消
費
者
被
害
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
こ
と
な
ど

※

電
話
で
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い

※

お
越
し
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
し
ま
す

問
合
せ
▼
本
庁
介
護
高
齢
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
支
所
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

　

国
は
現
在
の
後
期
高
齢
者
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
政
府
に
お
い
て
新
た
な
高
齢
者
の
医
療
制
度
の
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
検
討
に
あ
た
り
、
新
制
度
に
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
に
各
地
で
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
▼
10
月
５
日
（
火
）　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所
▼
新
宿
文
化
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
新
宿
区
）

※

こ
の
他
に
も
全
国
５
会
場
で
開
催
し
ま
す

費
用
▼
無
料
（
会
場
ま
で
の
交
通
費
は
自
己
負
担
）

主
催
▼
厚
生
労
働
省

プ
ロ
グ
ラ
ム
▼

○
新
た
な
高
齢
者
医
療
制
度
の
概
要
説
明

○
参
加
者
と
の
意
見
交
換

申
込
み
▼
開
催
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
参
加
申
込
書
を
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
郵
送
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

案
内
チ
ラ
シ
（
参
加
申
込
書
）
は
本
庁
国
保
年
金
課
に
お

い
て
あ
り
ま
す

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

そ
の
他
▼
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
HP
（http://w

w
w
.m
hlw
.go.

jp/topics/2010/06/tp0601-1.htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ
▼

厚
生
労
働
省
保
健
局
高
齢
者
医
療
課

（
☎
０
３

－

５
２
５
３

－

１
１
１
１　

内
線
３
１
９
８
・
３
１

９
２
）



市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
８
月
号
１６

７１７
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

落 合 恵 子 さ ん 、 樋 口 恵 子 さ ん が 講 師 〜

『 男 女 共 同 参 画 基 礎 講 座 』 参 加 者 募 集

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民 イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

～
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
う
が
い
～

守
っ
て
防
い
で

　 安 中 市 図 書 館 で は 、 蔵 書 点 検

整 理 の た め ９ 月 ６ 日 （ 月 ） 〜 10

日 （ 金 ） ま で 休 館 し ま す 。

　 ご 迷 惑 を お か け し ま す が 、 ご

協 力 を お 願 い し ま す 。 返 却 に つ

き ま し て は 、 返 却 ポ ス ト を ご 利

用 く だ さ い 。

問 合 せ ▼ 安 中 市 図 書 館 （ ☎ ３ ８

１

－

０ ５ ２ ９ ）

日 時 ▼ 10 月 17 日 （ 日 ） 午 前 ９ 時

〜 正 午

試 験 会 場 ▼

高 崎 経 済 大 学 （ 高 崎 市 上 並 榎 町 ）

受 験 料 ▼ ８ ， ５ ０ ０ 円

受 験 申 込 書 配 付 ・ 受 付 期 間 ▼

８ 月 ２ 日 （ 月 ） 〜 31 日 （ 火 ）

受 験 申 込 書 配 付 ・ 受 付 ・ 問 合 せ

▼ 下 水 道 課 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １

１ ）
安 中 市 図 書 館 蔵 書 点 検 の

お 知 ら せ

下 水 道 排 水 設 備 工 事

責 任 技 術 者 資 格 認 定 共 通 試 験

　 毎 年 ９ 月 10 日 は 「 下 水 道 の 日 」

で す 。 私 た ち が 普 段 何 気 な く 流

し て い る 家 庭 排 水 は 、 油 や 食 べ

物 か す 、 洗 剤 な ど で 非 常 に 汚 れ

て い ま す 。 こ れ ら の 家 庭 排 水 は

ど こ へ 行 く か ご 存 知 で す か ？ 下

水 道 の 存 在 は 目 に 見 え な い た

め 、 関 心 が 薄 れ が ち で す 。

　 い く ら き れ い で 水 量 豊 富 な 利

根 川 で も 、 こ の よ う な 家 庭 排 水

や 産 業 排 水 が そ の ま ま 流 れ 込 め

ば 、 い ず れ は 悪 臭 を 放 つ 魚 の 住

め な い 川 と な っ て し ま い ま す 。

下 水 処 理 場 で は こ の よ う な 生 活

排 水 ・ 産 業 排 水 を き れ い に し て

川 や 海 に も ど す た め 汚 水 の 処 理

を 行 っ て い ま す 。

　 県 下 水 道 総 合 事 務 所 で は ９ 月

10 日 の 「 下 水 道 の 日 」 に 関 連 し

て 、 次 の と お り 施 設 見 学 会 を 行

い ま す 。 ぜ ひ こ の 機 会 に 水 質 浄

化 セ ン タ ー で 水 が き れ い に な る

様 子 を ご 覧 く だ さ い 。

期 間 ▼ ８ 月 19 日 （ 木 ） ・ 20 日 （ 金 ）

施 設 見 学 会 ▼ 両 日 と も 午 前 10 時

〜 ・ 午 後 ２ 時 〜

場 所 ▼ 県 央 水 質 浄 化 セ ン タ ー　

（ 玉 村 町 上 之 手 ）

問 合 せ ▼ 県 央 水 質 浄 化 セ ン タ ー

（ ☎ ０ ２ ７ ０

－

６ ５

－

７ ５ ５ ７ ）

９ 月 10 日 は

　 　 下 水 道 の 日

ご 近 所 に

迷 惑 を か け て い ま せ ん か ？

○
国
勢
調
査
は
５
年
に
一
度
の
調
査
で
、
日
本
に
住
む
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な
り
、
統
計

法
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
回
答
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
調
査
時
期
は
10
月
1
日
（
金
）
を
基
準
と
し
、
９
月
下
旬
か
ら
10
月
下
旬
の
あ
い
だ
で
、

調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
行
わ
れ
ま
す
。

○
住
民
票
と
は
関
係
な
く
、
10
月
１
日
現
在
ふ
だ
ん
住
ん
で
い
る
場
所
で
、
調
査
票
に
記
入
・

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ

▼本
庁
企
画
課
行
政
管
理
係
（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

20
10

20
10

20
10

国
勢
調
査

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

　 ネ コ は 人 の 言 葉 を 話 せ ま せ ん 。 フ ン や 尿 、 ご み を あ

さ る 、 爪 と ぎ な ど ネ コ に と っ て の 自 然 な 行 動 が 、 人 間

社 会 で は 、 迷 惑 と な る こ と が あ り ま す 。 ご 自 分 の 飼 い

猫 の 行 動 が 迷 惑 を か け た と き に は 、 責 任 を 持 っ て 対 応

し て く だ さ い 。

　 地 域 の 中 に は 、 ネ コ が ど う し て も 好 き に な れ な い 人

や 、 動 物 ア レ ル ギ ー で ネ コ に 接 す る こ と の で き な い 人

も い ま す の で 、 十

分 な 配 慮 が 必 要 で

す 。

　 や む を 得 ず 屋 外

で ネ コ を 飼 う 場 合

に は 、 ご 近 所 へ の

迷 惑 を で き る 限 り

減 ら す 方 法 を 考 え ま し ょ う !!

　 ま た 、 近 年 、 野 良 猫 に よ る 住 民 相 互 の ト ラ ブ ル や 地

域 の 生 活 環 境 汚 染 が 社 会 的 に 問 題 に な っ て い ま す 。

　 む や み に エ サ を 与 え る と 野 良 猫 が 異 常 に 増 え て し ま

い 、
① フ ン や 尿 に よ り 衛 生 面 に お け る 悪 影 響 を 与 え る

② 虐 待 な ど 、 ネ コ を む や み に 傷 つ け る 原 因 と な る

③ 不 幸 な 命 を 生 み 出 す

　 ひ と つ の 命 を 大 切 に 考 え る こ と と 将 来 の 動 物 の 命 を

み ん な で 考 え る こ と が 動 物 愛 護 で す 。

問 合 せ ▼

本 庁 環 境 推 進 課 環 境 衛 生 係 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

自
衛
隊
で
は
自
衛
官
を
次
の
通
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
項

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　
　
　
　
　
入
手
で
き
ま
す
。

問
合
せ

▼自
衛
隊
高
崎
地
域
事
務
所
（
☎
３
２
６
－
１
７
６
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼ht
tp
://
w
w
w
.m
od
.g
o.
jp
/p
co
/g
un
m
a/

新
町
駐
屯
地

ま
た
は

相
馬
原
駐
屯
地

な
ど

９
月
１
８
日

９
月
２
３
日

９
月
２
６
日

10
月
23
日

募
集
種
目

受
験
資
格

受
付
期
間

１
次
試
験

試
験
会
場

一
般
曹
候
補
生

航
空
学
生

自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

看
護
学
生

１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
男
女

高
卒
（
見
込
含
）
以
上
の
２
１
歳
未
満
の
男
女

１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
女
性

１
８
歳
以
上
２
７
歳
未
満
の
男
性

高
卒
（
見
込
含
）
以
上
の
２
４
歳
未
満
の
男
女

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

８
月
１
日 ～

９
月
１
0
日

９月
６日
～
10
月１
日

勢
多
会
館（
前
橋
市
）

自
衛
官
募
集

　 ぐ ん ま 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー で は 、 東 京 家 政 大 学 と 共 催 で 、

男 女 共 同 参 画 に 関 す る 基 礎 講 座 （ ６ 回 連 続 ） を 次 の と お り 開

催 し ま す 。

日 時 ・ 講 師 ▼ 各 回 と も 午 後 １ 時 30 分 〜 ３ 時 15 分

場 所 ▼ ぐ ん ま 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー （ 県 庁 西 側 ）

対 象 ▼ 全 日 程 （ ６ 回 連 続 ） 参 加 で き る 人

参 加 費 ▼ 無 料

定 員 ▼ 60 人 （ 先 着 順 ）　

応 募 方 法 ▼ 電 話 （ 月 曜 休 館 ） ・ フ ァ ッ ク ス ・ Ｅ メ ー ル の い ず れ

か で 郵 便 番 号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番 号 を お 知 ら

せ く だ さ い 。

申 込 み ・ 問 合 せ ▼ ぐ ん ま 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー （ ☎ ０ ２ ７

－

２ ２ ４

－

２ ２ １ １　 FA
X ０ ２ ７

－

２ ２ ４

－

２ ２ １ ４　 Ｅ メ ー ル :
sankakuse@pref.gunma.jp ）

講 師 の 落 合 恵 子 さ ん （ 写 真 上 ） と 樋 口 恵 子 さ ん （ 写 真 下 ）

関 根 靖 光 （ 東 京 家 政 大 学 人 間 文 化 研 究 所 所 長 ）

金 城 清 子 （ 龍 谷 大 学 法 科 大 学 院 教 授 ）

杉 浦 浩 美 （ 東 京 家 政 大 学 人 間 文 化 研 究 所 非 常 勤 講 師 ）

落 合 恵 子 （ 作 家 ）

青 木 幸 子 （ 東 京 家 政 大 学 教 員 養 成 教 育 推 進 室 長 ）

樋 口 恵 子 （ 評 論 家 ）

９ 月 11 日 （ 土 ）

９ 月 18 日 （ 土 ）

９ 月 25 日 （ 土 ）

９ 月 27 日 （ 月 ）

10 月 ２ 日 （ 土 ）

10 月 ９ 日 （ 土 ）



給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
８
月
１
日
～
９
月
１
５
日
）

休
館
の
ご
案
内

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

●
行
政
相
談

本
庁
　
8/
5・
19
　
9/
2　
9時
～
12
時

支
所
　
8/
2　
9/
6　
13
時
30
分
～
16
時

●
無
料
法
律
相
談

本
庁
　
8/
6・
20
　
9/
3　
13
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
秘
書
行
政
課
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
人
権
相
談

本
庁
・
支
所
　
8/
19
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）
　

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
　
子
ど
も
課
（
☎
38
2－
80
05
）

●
健
康
相
談

（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
16
時

支
所
　
8/
20
　
9/
10
　
9時
～
11
時
30
分

●
妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

●
労
働
相
談

本
庁
　
8/
3・
17
　
9/
7　
13
時
30
分
～
16
時

※
電
話
予
約
が
で
き
ま
す
。
　
商
工
観
光
課
（
☎
38
2－
11
11
）

●
障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

●
青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

●
介
護
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
・
支
所
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
11
11
）

●
心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

●
青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

●
交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
水
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

相
  談
  案
  内

　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
05
17

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

38
2-
28
91

38
1-
23
22

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

オ
オ
カ
ワ
ラ
住
器

反
町
備
工

第
一
設
備
工
業
㈲

㈱
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47

38
2-
19
87

39
3-
34
20

38
5-
87
69

38
2-
52
62

Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

I
N
F
O
R
M
A
T
I
O
N

市
民

恵
み
の
湯
　
　
　
　
　
8/
3・
17
　
9/
7

峠
の
湯
　
　
　
　
　
　
8/
10
・
24
　
9/
14

鉄
道
文
化
む
ら
　
　
　
9/
7・
14

文
化
セ
ン
タ
ー（
※
は
図
書
館
の
み
休
館
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8/
3・
10
・
17
・
24
・
31

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9/
6※
・
7・
8
～
10
※
・
14

文
化
会
館
　
　
　
　
　
8/
2・
9・
16
・
23
・
30
・
31
　
9/
6・
13

　
　
　
　
　
　
　
　
　
  

碓
氷
川
熱
帯
植
物
園
　
8/
3・
10
・
17
・
24
・
31
　
9/
7・
14

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
※
は
温
水
プ
ー
ル
の
み
休
業
で
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
8/
2・
9※
・
16
・
23
※
・
30
※

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9/
6・
13
※
・
14
※

学
習
の
森
　
　
　
　
　
8/
3・
10
・
17
・
24
・
31
　
9/
7・
14

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
8/
2・
9・
16
・
23
・
30
　
9/
6・
13

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

行
　
　
事
　
　
名

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
歴
史
ジ
オ
ラ
マ
作
り
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
碓
氷
歴
史
・
考
古
学
講
座

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
12
:0
0

●
陶
芸
教
室

　
学
習
の
森
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
献
血

　
松
井
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
10
:0
0
～
11
:3
0・
12
:3
0
～
14
:0
0

　
松
井
田
病
院

　
15
:0
0
～
16
:0
0

●
磯
部
温
泉
祭

　
式
典
　
10
:0
0
～

　
ア
ユ
の
つ
か
み
取
り
　
15
:0
0
～

　
落
語
　
18
:3
0
～

●
磯
部
温
泉
祭

　
子
ど
も
み
こ
し
　
10
:3
0
～

　
花
火
大
会
　
19
:5
0
～

日 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

行
　
　
事
　
　
名

●
磯
部
温
泉
祭

　
灯
籠
流
し
　
19
:0
0
～

　
水
中
花
火
大
会
　
20
:0
0
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
10
:0
0
～
15
:3
0

●
市
民
の
茶
席（
裏
千
家
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
10
:0
0
～
15
:0
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
農
業
委
員
会
総
会

　
本
庁
　
11
:0
0
～

●
県
民
パ
ソ
コ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
30
～
16
:3
0

●
県
民
パ
ソ
コ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
9:
30
～
16
:3
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
14
:0
0
～
15
:0
0

行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

８
月
１
日
→
９
月
１
５
日

８
月
１
日
→
９
月
１
５
日

健
康
通
信

　
８
月
か
ら
は
結
核
検
診
、前
立
腺
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
。ま
た
、子

宮
が
ん
、乳
が
ん
個
別
検
診
も
引
き
続
き
実
施
中
で
す
。

　
ど
の
検
診
も
申
込
者
に
対
し
て
受
診
票
が
個
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。日

時
・
会
場
な
ど
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
受

診
を
希
望
す
る
人
は
、
本
庁
健
康
課（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

8
月
1・
15
日
（
日
）　
9
月
5
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

曜
日 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

行
　
　
事
　
　
名

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
開
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
予
定
）

　
9:
00
～

●
人
権
と
平
和
を
考
え
る
講
座

　
支
所
　
13
:3
0
～

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
予
定
）

　
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
決
算
審
査
特
別
委
員
会（
予
定
）

　
9:
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
13
:3
0
～
15
:3
0

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
総
務
常
任
委
員
会（
予
定
）　
9:
00
～

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
市
民
文
教
常
任
委
員
会（
予
定
）

　
9:
00
～

●
第
3
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
福
祉
民
生
常
任
委
員
会（
予
定
）

　
9:
00
～

８
月

９
月

※
毎
週
月
曜
日
は
市
民
交
通
安
全
日
、毎
月
１
日
は
県
民
交
通
安
全
日
で
す

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｗ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｚ

Ｄ
・
Ｒ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｅ
・
Ｎ

Ｈ
・
Ｊ
・
Ｑ

Ａ
・
Ｉ
・
Ｏ

Ｆ
・
Ｍ
・
Ｐ

Ｃ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ｔ
・
Ｖ
・
Ｗ

Ｘ
・
Ｙ
・
Ｚ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｗ

Ｔ
・
Ｖ
・
Ｚ

Ｕ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｂ
・
Ｇ
・
Ｋ

Ｄ
・
Ｊ
・
Ｒ

Ａ
・
Ｅ
・
Ｎ

Ｈ
・
Ｍ
・
Ｑ

Ｃ
・
Ｉ
・
Ｏ

Ｆ
・
Ｐ
・
Ｗ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｚ

Ｔ
・
Ｕ
・
Ｖ

Ｂ
・
Ｘ
・
Ｙ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日９
　
月

８
　
月

１８
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
１
０
年
８
月
号

１９
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１
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市民 INFORMATION

う
す
い
街
道
寄
席

　

お
な
じ
み
の
「
笑
点
」
大
喜

利
メ
ン
バ
ー
三
遊
亭
小
遊
三
さ

ん
と
瀧
川
鯉
昇
さ
ん
ほ
か
若
手

落
語
家
を
迎
え
て
の
寄
席
で
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

日　

時
▼
９
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜

　
　
　
　
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

入
場
料
▼
全
席
指
定

※

お
１
人
様
４
枚
ま
で

※

文
化
会
館
窓
口
で
好
評
発
売
中

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、

当
日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

問
合
せ
▼
松
井
田
文
化
会
館

（
☎
３
９
３

－

４
４
０
０
）

前
売

当
日

大　
　

人

２
，
５
０
０
円

３
，
０
０
０
円

高
校
生
以
下

２
，
０
０
０
円

２
，
５
０
０
円

磯
部
簗
好
評
営
業
中

磯
部
簗
好
評
営
業
中

磯
部
簗
好
評
営
業
中

磯
部
簗
好
評
営
業
中

磯
部
簗
好
評
営
業
中

　

夏
の
風
物
詩
、
磯
部
簗
が
６
月
26
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ア
カ
シ
ヤ
の
緑
陰
で
清
流
碓
氷
川
の
川
面
を
眺
め
な
が
ら
鮎
料
理
を
楽

し
め
ま
す
。
こ
の
夏
の
営
業
期
間
は
９
月
12
日
（
日
）
ま
で
、
営
業
時

間
は
午
前
11
時
〜
午
後
９
時
ま
で
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

営
業
期
間
▼
９
月
12
日
（
日
）
ま
で

※

期
間
中
は
無
休

営
業
時
間
▼

午
前
11
時
〜
午
後
９
時

※

オ
ー
ダ
ー
ス
ト
ッ
プ　

午
後
８
時

問
合
せ
▼

市
観
光
協
会

　
（
☎
３
８
５

－

６
５
５
５
）

磯
部
簗

　
（
☎
３
８
５

－

６
９
５
９
）

第
6060
回
磯
部
温
泉
ま
つ
り
が

回
磯
部
温
泉
ま
つ
り
が

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

      

開
催
さ
れ
ま
す

開
催
さ
れ
ま
す

第
60
回
磯
部
温
泉
ま
つ
り
が

　
　
　
　
　

   

開
催
さ
れ
ま
す

毎
年
恒
例
の
磯
部
温
泉
祭
が
今
年
も
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
磯
部
温
泉
祭
が
今
年
も
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

毎
年
恒
例
の
磯
部
温
泉
祭
が
今
年
も
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

鮎
の
つ
か
み
取
り
大
会

時
間
▼
午
後
３
時
〜

場
所
▼
磯
部
簗
前
の
碓
氷
川

参
加
者
▼
中
学
生
以
下

参
加
費
▼
無
料

磯
部
温
泉
寄
席

（
林
家
染
二　

上
方
落
語
）

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
〜

場
所
▼
磯
部
温
泉
会
館

定
員
▼
１
０
０
人

入
場
料
▼

　

前
売
：
１
，
０
０
０
円

　

当
日
：
１
，
５
０
０
円

８
月
14
日（
土
）

子
ど
も
み
こ
し

時
間
▼
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
▼
磯
部
温
泉
街

花
火
大
会

時
間
▼
午
後
８
時
〜

場
所
▼
磯
部
温
泉
街

（
荒
天
の
場
合
、17
日
に
延
期
）

８
月
15
日（
日
）

温
泉
薬
師
灯
籠
流
し

時
間
▼
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所
▼
碓
氷
川

　
　
　
（
鉱
泉
橋
近
く
）

仕
掛
け
花
火

時
間
▼
午
後
８
時
〜

場
所
▼
碓
氷
川

　
　
　
（
鉱
泉
橋
近
く
）

８
月
16
日（
月
）

鉱
泉
橋
近
く
で
行
わ
れ
る
花
火

問
合
せ
▼

　

安
中
市
観
光
協
会

　
（
☎
３
８
５

－

６
５
５
５
）

　

市
役
所
商
工
観
光
課

　
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）


